
芸術部会

研究主題 「生徒一人一人の心 を育 てる芸術の指導 と評価」

1研 究 主 題 設 定 の理 由

1心 を育 て る教 育 の 必要 性 に つ い て

学習指導要領のr芸 術」目標には 『生涯にわた り芸術を愛好す る心情を育てる』 とあ り、また教育課程審

議会答申には 『美 しいものや 自然に感動する心』を育成することの必要性が示されているように、芸術の指

導においては生徒一人一人の心の作用に着 目することにより、心情を育てることが不可欠である。

しか し、心とはどのようなものだろうか。辞書には 「心 とは人間の精神作用のもとになるもの」とあ り、

その意味する範囲は広い。単に 「心を育てる」といっても、生徒の何 をどう育てればよいのか不明確である。

そこで本研究では、芸術科における心の育成について以下のように評価 と関達付けたステ ップとして とら

え、各科 目における具体的な実践研究の基盤 とした。

2心 の育成段階 に応 じた評 価 と指導のステ ップ

(1)芸 術科における心の育成に係る段階的なプロセス

段階 プ ロ セ ス 予想される生徒の反応、状況等

1 美 を感 じ取 り、認識 し、感動す る.
「す ごい」 「へえ一」 「何て美 しい のだ ろ う」

「何てすば らしいのだろ う」

皿 表現 したいと思 う意欲、気持ちを発揮す る。
「や ってみたい」 「つ くってみ たい」

「どうやった らでき るのだろ う」

皿
表現のための技能を習得 し、知識を得 るために工

夫する.

「こ うすれ ばいいのか?」 「これ をやればいい

んだ」 「これ を知ればいいんだ」

Iv
創造的に表現 し、達成感、成就感を味わい自己評

価する。

「できた」 「や った」 「これ でいいだろ うか」

「もっ とこうすれば よかった」

(*こ の四つの プロセスは循環し、Wか らより一般と美を認識するカが高まった段階の1に 戻る。)

{2)芸 術科 にお ける心 の育成の段階(1-N)と 評価の観 点の範囲(1～4)

「芸術への闘心 ・意欲 ・態度」は、表現活動の動機づけから、実際の衷現活動へと至るプ ロセスの

前半をカバーす る。そこで、1か ら皿の間に位置付けるとともに、知識、技能を習得 した り工夫 し

た りする皿段階までを関連付け、皿に至る広い範囲とした。

「芸術的な感受と表現の工夫」は、感 じ取ることに加えて、表現意図について考え、一つの 目標を

めざし、表現への意欲を高める皿から、知職、技能習得の皿、さらにこの表現の工夫は創造的な表

現そのものにっながると考え、Wま で とした,

「創造的な表現の技能」は知識技能に着=目した槻点であ り、技能の工夫や習得の皿から創造的な表

現を行 うIV、 さらに自他の表現を評価することにより、表現意図やそれぞれの良いところを感 じ取

り共感することのできる、より高められた1へ と回帰する。

「鑑賞 の能力」 は、受動的 ・静的 に作品 と対面 して良さを見て取 るカではな く、 よ り能動的 ・動的

に表現活 動に関わるものとして位置付 けた。 このため、技術 を工夫 し習得する皿か ら、創造的 な表

現IVを 経験 し、 自己評価するこ とを通 して、一段 と美への認識力 が育ち高 められた1さ らに、 よ

り高め られ た表現意欲 をもっ に至 る皿へ と発 展す る。
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(3)心 の育成段階 と評価 の観 点の連環 性について

下図において、前述のi～Wの 各段階における四つの評価の観点を、どのように開連付けるか示 した。

評価 は授業における生徒の変容を見取ることであるため、 田mVそ れぞれの段階ごとに評価の観点が

必要となる.ま た全ての段階に四つの観点が関わり、その範囲をある程度限定 して位置付けることにより、

具体的な評価方法を改善 していくことが可能になると考えた。

芸術科における心の育成4霞 階 〔It}N}と 評価の観点の範囲及び連環性

IH皿

嚢 裏術への開心 ・意融 ・眉度

IVlI

咀 鑑賞の能 力

皿 。現.の鰍 創menaEMIV

鍔響ノ

旺皿N

■芸閑的な感受や蚤現の工弐

皿IVI

圏創造的な轟現の技能

皿 生 徒 に よ る 授 業 評価 を授 業 改 善 に 生 か し、 心 を 育 て る

生徒による授業評価は、その内容や方法とともに授業の各段階の中での実施時期が大切である.生 徒によ

り1～ 四への進度は必ず しも一様ではない。このため、上記の心を育てる四つのプロセスにおいて予想され

る生徒の反応、状況等を踏まえた質問を設定することで、適切な時期を逃さず、生徒による授業評価を実施

す ることが大切である.

評
価
規
準
の
作
成

⇒
▲

指
導
計

募
作
成

ゆ
⑧ 奨(一自己評価一)

唖)舞 ⑧
⇒

評

価
ゆ

指

勇

器

馨

1

}

ホ生徒一人一人の心を育む評価になるよう、きめ細かい指導を

四 各 科 目 に お け る 「生 徒 一 人 一 人 の 心 を 育 て る 」 実 践 研 究 事 例 に つ い て

本研究においては、これまでに述べた 「心の育成」に関す る仮説に基づき、芸術の各科 目において、授業

改善を通 した 「生徒の一人一人の心を育てる」ための授業を計画 ・実践した。

そ して、この実践的研究により、都立高等学校における芸術科指導の意義を明確にするとともに、芸術科

の指導が生徒のよりよい発達に寄与することを砲認 し、各学校 における授業改善の参考 としたい、以下に、

各科 目における実践的な研究事例を示す。
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(音 楽)

題 材 名 鍵盤楽器(ピ アノ)に よ るアンサ ンブル(器 楽 ・重奏2年)

1題 材 設 定 の 理 由

音楽表現において、アンサンブル活動は、複数の演奏者が一つの表現に向けて、互いの個性 と技量を尊

重 し合い、高め合お うとすることによって、より豊かな音楽表現を目指す活動である。特に、独奏活動に

重きを置いてきたピアノ専攻者に とって、他の奏者 と合わせる機会は、互いに触発 し合 うことによ り音楽

的視野を広げ、より多様で豊かな音楽性を習得するために不可欠な活動と考える。今回は、ピアノ四手、

または2台 ピアノによるアンサンブルを経験することで、表現を通 してコミュニケーション能力を高める
ことと、表現についての意見を出 し合い切磋琢磨することをと通 して、生徒の心を育てることをねらい、

本題材を設定した。

2学 習 目 標

(1)時 代様式や作品の背景についての理解を深め、演奏活動に生かす。

② 楽曲に対す る自己のイメージを明確にして、創造的に表現す るための演奏技術 を高める。
(3)生 徒相互のコミュニケーション能力を高めながら、音楽活動を展開させ る。

3評 価 の 工 夫

(1)生 徒の学習意欲を喚起 し、主体的な学習習憤を身に付 けて活動させ るよう、自己目標を明確に し、
到達度を確認できるようにす る。

(2)演 奏を仕上げていく過程で生徒同士のコミュニケーションが円滑に行われるよう、演奏を十分聴 き

合 う態度や協調性について評価する。
(3)学 習のまとまりごとに感想や質問をシー トに記述 させ、教師がア ドバイスを記入することにより、

生徒 と教師の信頼を深め、評価の改善に役立てる.

4学 習 活 動 と評価 規 準 ① 自己評価 ②授業評価 ③相互評価

-

学習活動
学習活動の具体的な評価規準

関心 ・意欲 ・態度 芸術的な感受と表現の工夫 創造的な表現の拉能

・個人の技 量や特性 を生か した

選 曲を して いる。 彫習前アンケー トレ 雁 曲の理由 住軸 諦
・先生 がす すめたか ら

・良い 曲だと思 ったか ら

・表現 しやすい曲だか ら

ノ

【導入 】(1～2時 間)

・で きるだけ多 くの作品 を

鑑 賞 し楽 譜に 目を通す.

・選 曲

・バー トの決定

・課題 の把 握

フォー レ作 曲 『ドリー組曲』(連 弾)

サン=サ ー ンス作 曲 『死の舞踏』(2台 ピア ノ)

＼

く 有名紬 だ施
・演奏亮 衰 を見据 えた練 習計 画

を立てる。一r■ ■■㎜

【学習初 期1〔3時 間)

・作 品につ いての理解 を深 め

る。

・作品の背景 について調べ る.

・正確 な読譜

r目 標と到醸 の㈱

・表現意欲 が高ま るよ うナ

作 品へ のア プ ロー チ を指

ど 乱 ノ

十 十 十 十

1評 価 ・アンケー ト ① ②

-..u.一_

・作品 についての 背景 を理解

し、作 曲家の意図 を考 える こ

とができ る.

・フ レー ジ ン グ、ア ー テ ィ キ ュ

レー シ ョン を正 し く読 み と り、

音 楽 的 な 呼吸 を 意 識 し なが ら、

演 奏 で き る。

【学習 中期 】{7時 間)

・作品 に対す るイ メー ジを持

ち、表現方 法を工夫す る。

・イ メー ジ を言葉 に表 し、伝

える.

・CD鑑 賞:同 じ作曲家 の作

品/オ ー ケス トラ等の演 奏

・オー ケス トレー ションを考

える。

・曲想 、ペ ダル 、 タッチ を考

えなが ら演奏す る.

・演奏 を様 音 し、衰現方法 を

検 証す る。

岬

・メ ンバ ー 同士の意志 疎通が 図

られ 、臨力 して良い演 奏を仕 上

げよ うと舅力 してい る.

イ 垂習のつまずきを取噛 鳶

よ う具体的 な指導 をこ ころが け

る。

・生徒同士 の コミュニケー シ3

ンが 円滑 に 図 れ る よ う配 慮 す

・楽 曲分析 、解釈 につい て意

見交換で きる.

・他の 音楽観を理 解 し、 作品

にふ さわ しい表現方 法 を工夫

でき る。

・オー ケス トラ
、 ピア ノの特

性 を考 えて作品 にアブ 目一チ

する。

・作品 に合 わせた演奏 方怯 を模

索 している。

・イ メー ジをふ くらませ 、音色

〔タッチ〕、ペ ダル 、ア ゴー ギ

グ等を工夫 して いる。

学習シー ト・評価 ① ② ③

史 ノ
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【学習後期1〔2時 間)

・鞘表 会

・他の演 奏を聴 き、評価す る。

・演奏会にお けるマナー が身に

つ いてい る。

・自他の演奏 を客観的 な視点で

評価 しよう.と努力 してい る。

・演奏す る喜びを共有 してい

る。

{アンサ ンブルの醍醐 味を雌

じる こと瀞でき る。)

評価 ・アンケー ト ②

・自らの演奏 を振 り返 り、凍 回

の課題 を発 見す る。

・ア ンサ ンブル を通 して、個人 の

技能や感性が高 められて いるか.

5生 徒 に よ る 授 業 評 価 の 導 入 と 授 業 改 善 の 試 み

学習前アンケー トを婁施 し、指導の重点項 目を明確にするとともに、生徒 自らの学習 目標を把握させる。

学習のまとまりごとに授業評価を導入することにより、生徒の到達度 を把握 し、授業改善に役立てた。

【授業評価 ・アンケー トの項 則

①アンサンブルで取り組む曲は何ですか。

②なぜ、その曲を選びましたか.

③取り組むに当たって、目標にする二とは何ですか.

④アンサンブルの練習において、メンバー同士で問題点の指摘

や、ア ドバイスをしましたか。

⑤なぜ、そ うしましたか.

⑥自分のイメージや考えをメンバーに伝える努力をしましたか.

⑦他者の音楽観を理解しようと努めましたか.

⑧授業を受けて作品についての新たな知臓が身に付きましたか。

⑨授業を受けて表現についての新たな技術が身に付きましたか、

⑩彊業者のアドバイスは適切でしたか。

⑪アンサンブルの授業に満足していますか。

⑫その理由は何ですか.

⑬アンサンブルの授業に望むことは何ですか。

・生徒同士が意見

i交換 しや ・ナい よ

うな環 境 作 りを

工夫 した。

演奏会 における生徒による相互評価(レ ーダーチャー ト)

・個別指 導、1グ

ル ー プ 当 た りの

指 導 時 間 を 増 や

し、きめ細 かな指

導 を心 がけた。

1学 習 前 ア ン ケ ー ト集 計 結 果1

㊥ 目標(主 な もの)

・パー トナーと合わせる ・〆ランス く音量等}に 注意する

・音程、ハーモニーに気 を配 る ・相手に迷惑をかけない

④ メ ン バ ー 同 士 で 問題 点 の指 講 や ア ドバ イ ス …

ア〕積極的 に した30Sイ 〕時 々 した58%

ウ〕あま りしなかった12$エ 〕全 ぐしなかoたO%

⑤ ア ま た は イ の 理 由(主 な も の)

・音楽 が良 くなるから ・話 しや すい相手だ ったか ら

ウの 理 由

・何を言えぱよいかわからない ・先生のア ドバイスがあるから

ステ ー ジ マ ナ ー

披術

(音程 ・音色)

完成度 〔練習量}

表境力

解釈(読 譜力)

性

)

調

一

協

二

＼

回

1学 習 中 期 授 業 評 価 】

⑪ ア ン サ ンブ ル の 授 業 に …

ア〕満 足 している85盟 イ)あ ま り満足 して いない15%

ウ〕満 足 していないO誓

⑫ ア の 理 由(多 数 順}

・メンバー と協力できたか ら ・曲が好きだか ら ・楽 しいか ら

・十分 に指導を受けたか ら

イ の 理 由

・曲が嫌 いだか ら ・1つ のグループで組b期 間が長い

・時聞が足 りない ・専攻の先生の レッスンを受 けられないから

⑩ 授 業 に 望 む こ と 〔主 な もの)

・登衷の樗 ち時間 を長 くしてほ しい ・レッス ン時間 を長 く してほ しい

6ま と め

学習前アンケー トの実施により、演奏者相互のコミュニケーションは、必ず しも十分には行われていな
いことが分かった.し か し、学習力茸進むにつれて、自己のイメージを言語化 し伝達することにより.コ ミ

ュニケーションに必要な能力が高め られていくことが分かつた。 このことから、他者の音楽観を尊重する

ことは、より良い表現方法を探求する上で大切であるばか りでなく、演奏者相互の良好な人間関係 を築 く
ことも分かった。 また、学習のま とまりごとに行 う評価アンケー トや学習シー トの記述か ら、教師が生徒

の到達度や学習のつまずきを把握 し、きめ細かな指導を行 うことにっながウた、
一方

、アンサンブル活動 におけるコミュニケーションとは、言葉の伝達にとどまらず、演奏者相互が音
楽表現そのものにようて音楽の持つ深い内容や意味を感受し、演奏す ることを通して共有する喜びを味わ

うことであり、生徒の主体的な表現活動を促すためには、試行錯誤す る時間を十分に取ること、音楽の甚

礎や技能を身につけさせる授業展開の工夫が必要である。そこで教師は、生徒が自らの課題を発見 しなが

ら学習を進め、達成感 を味わえるよう、授業評価で扱 う項目を整理 し、授業改善を試みる姿勢が必要であ

る.こ のような取組み を通して、 さらに評価の信頼性 を高めることが大切である。
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(美 術)

題 材 名 「私 の顔 」表情 をつ けた 自刻半 面像 塑造(美 術1)

1題 材 設 定 の 理 由

1年 次に塑造の魅力に触れ立体を表現していく学習は、多くの造形要素を学ぶとともに、美術全般の学習への

理解を深めていく。今回は自刻半面像に表情をつけることによって、量感の学習にユーモアなどを加えられるよ

うにした。

2学 習 目 標

O塑 造による表現のよさや美 しさを感 じ取 り、彫刻表現に関心を持っ。

O自 刻半面像の制作を通して、頭部全体の量感を捉え、生命感豊かに表現するカを養 う,

O頭 部の骨格や比例、動勢、面、量などの造形の要素について理解を深める。

3評 価 の 工 夫

(1)制 作の過程で生徒による授業評価を取り入れ、個々の生徒のつまずきや授業の問題点を把握 し、指導の工

夫や授業改善に生かしていく,こ れにより、造る喜びや達成感を味わわせることにより、よりよいものを造

ろうとする姿勢を培い、生徒一人一人の心を満たし育んでいく.

(勿 生徒による授業評価を題材の重要な学習段階と題材の終了時に自己評価 とともに実施する。

(3)一 回目の授業評価で扱う評価項目は、学習内容の分かりやすさに重点を置き、自由記述の欄でその他の意

見を吸収する.

(4)授 業評価一回目実施後の分析と具体的な改善の工夫の考案が大切であり、充分な準備を行 う。

⑤ 教師がっける生徒の記録表や評価表を活用し、きめ細やかな指導と評価を心がける,

4学 習 活 動 と評価 規 準

関心 ・意欲 ・態度 芸術的な感受や表現の工夫 創造的な表現の技能

O説 明をよく聞き、理解しようと努力をする O表 情を工夫するなどユーモアや内面の表現を O丸 顔や頭部の量感や生命

こ とが で き る. 試み て いる。 感を豊かに表現すること

Oデ ッサンから塑造制作まで、よりよいもの O自 分や他者の作品から工夫やよさを見つける がで きる.

を造ろ うと根気強く制作を行 うこと力斗で とともに自作の課題を克服していくことがで O骨 格 や比 例 、動 勢 、 面 、

き る。 きる. 量などの造形の要素を理

O自 他の作品のよさを認め、自らの課題の改 O塑 造による彫刻表現のよさを感 じ取ることが 解 し、表現することがで

善に努力をすることができる。 でき る。 き る.

導入 日本やアジアの仏教彫刻の鑑賞と塑造制作の説明を聞く(1時 間)

展開 デッサン(3時 間)

肉づけ(4時 間後)

造形要素の説明と

顔の造作の制作

↓

1生 徒による授業評価1回 目実施(評 定尺度法と自由記述)1

↓ デー タのま とめ と分析

自他の作品鑑賞と制作(4時 間)

↓

鐵

[問 題点の把握と指導の改善方法の考鞘

↓ 個々への対応や全体説明の工夫

匡立ての実掴

1生徒の変化や授業改善1

↓ 観察と作品から

自己評価と授業評価2回 目

↓ 結果と課題

医業評価導入の細

ー

圃
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授業評価表{一 枚の用紙に授業評価1回 目と2回 目、自己評価を記入する,)

塑造 「私の顔」一覗情をつけた自刻半面像一 授業評価と自己諄価

1年 組 氏名

授業評価1回 目Aよ いB大 体よいCよ く分からなかった

評 価 項 目 評 価 よ肋 た点 分から勧 りた点1
1

・仏教彫刻や塑造についての説明は興味が持 てたか、

・骨格や比例 ・動勢 ・面 ・量についての説明は分か り

やすかうたか.

A⑪C

A⑪C

もっと様々な彫刻を知りたい
1

面のとらえ方など掲示物でよく分かった

もっと詳しく説明 してほしい1

自由意見(上 記の項目以外で改善して欲 しいところなど)目 の造 り方を詳しく教えてほしい

授業評価2回 目

・1回 目の授 業評 価 でCを つ けた項 目{3 、4、5の み}

や 改善 して ほ しい 点は改 善 され た か。

④BC 分かりやすかった

自己評価{作 品制作を終えて) Aよ いB大 体よいC努 力が必要

評 価 項 目 評 価1
1

・説明をよく聞き、内容を理解しようと努力したか. ㊨BC

5生 徒 に よ る 授 業 評 価 の 導 入 と 授 業 改 善 の 試 み

(1)授 業評価1回 目のまとめから1全 体的には大体理解されているようだが、造形の要素の説明や彫刻的な

表現の段階でA(よ い)が 減少 し、B(大 体よい)の 増加がみられた。意見の中には 「分かったけれ ど実際に

造るのは難 しい」や 「さらに詳しく説明して欲 しい」などあった。また、順調に制作していると思っていた生

徒の中に個別指導を求めている生徒がいることや、説明内容をよく理解 していない生徒にっいても把握するこ

とができた.導 入の 「日本やアジアの仏教彫刻や塑造」についての説明は、仏像に興味泄持てない生徒がかな

りいるので次回の実施に際しては工夫が必要である。

(2〕 手立ての考案と実施:造 形要素や顔の造作の制作を分かりやすくするために、拡大した参考作品を用意

し、掲示物の図にスタイロフォームで塊感を強調するなど工夫を行い、再度説明をし彪 また、よく理解でき

ていなかった生徒や説明を求めていた生徒に対 し.個 別につまずきを取 り除く指導を行っ鶴 生徒の意見や作

品から、特に目の造 り方に戸惑いが見られたので、目の周辺から額、頬へのつながりをよく見て造っていく説

明を追加 した。

(3)生 徒の変化と授業改善1個 別の説明を求めていた生徒、よく分からないと書いた生徒のほとんどは、熱

心に制作を進め努力する姿が見られた。個別指導を求めていた生徒の中には 「最初はつまらないと思っていた

けれど、気づいた時には夢中になっていた」と2回 目授業評価に感想を書く生徒もいた。一方、自己評価にC

(努力が必要)を つける生徒も若干見られ、学習内容の吟味とさらに指導の工夫が必要であることを感 じた。

6ま と め

学習内容の分かりやすさに重点を置き、生徒からの評価や意見を聞くことは、個々への指導の手がかりをっか

み達成感や造る喜びを味わわせるための一っの方策となった。また、生徒の意見に耳を傾ける姿勢は、教師と生

徒との信頼関係を形成 していくことにもつながり、教室の雰囲気をよりよいものにしていった。一方.学 習内容

を全員に対し、完全に理解させるための授業改善の手だてや題材そのものに対する生徒の満足度とい う点に不充

分さが残った。生徒が満足し、学習効果も高い授業になるようさらに研修を深め、様々に工夫する必要溺ある.

そ して生徒の意見や評価だけではなく、専門性を有する美術教師同士、教員相互の授業参観や評価より、授業改

善を進めることが大切である,
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(美 術)

題 材 名 日本の季節感 をテー マと した架空小説の ブックカバーデザイ ン(美 術 皿)

1題 材 設 定 の 理 由

美術の授業を通 して生徒一人一人の心を育むためには、まず生徒の興味、関心を高めるための適切な題材

を設定す ることが大切である。そこで今回はコンピュータを活用 し、技術を習得させ ることを通 して満足度

の高い授業をめざす とともに、「生徒による授業評価」などの導入により、生徒一人一人の心を育む指導、評'

価の達成 を目指した。

2

(1)

②

(3)

(4)

学 習 目 標

題材を身近なものに設定することにより、興味 ・関心、制作意欲を高める。

口本の四季をテーマに題材を考え、感性を高め、自然から学ぶ姿勢を養 う。

コンピュータを活用することで表現の幅を広げ、自ら学び、自ら考える力を一層深める。

常に個々のつまずきや進度を確認 し、生徒一人一人の心を育む授業展開になるよう心がける。

3評 価 の 工 夫

O「 授業評価」、「個人評価」を見直し、改善を図 り、題材設定、指導方法を練 り直す。

O新 たに 「学習の記録カー ド」を作成 し、毎授業ごとに点検をし、生徒個々の状況を把握する。

0生 徒間の 「相互評価」を取 り入れ、多角的な評価に役立てる。

4学 習 活 動 と評 価規 準

学 習 話 動
学 習 活 動 の 具 体 的 評 価 規 準

関 心 ・意 欲 ・態 度 芸術的な感受や表現の工夫 創造的な表現の技能 鑑賞の能力
<導入>3時 間 ・い ろいろなデザ イ ン ・テー マ を しっ か り理 解 し、 ・美術 やデザインにつ

・ビデ オ 、 ス ライ ド鑑 賞 の 分 野 に?い て理 解 感性を働かせて美術のよさ いて文化的社会的役

し,興 味 ・関 心 を抱 く。 や美 しさを感 じ取 り、工夫 し 割を理解 し,そ の良 さ
・自然観 察や 他者 の作 て、個性豊かに鞘想 しよ うと や美 しさを味 わ う。

・課題把握 品から刺激を受けた して い る. ・夢考作 晶の良 さに気

・参考作 品の艦賞 り、 イ ン ター ネ ツ トを つ くこ とが で き てい

・イ ン タ ーネ ッ ト閲 覧 有効 に活用 した り、直 ・イ ン ター ネ ッ トか ら必 る.

・書店 での リサーチ 接書店 に行って リサー 要な情報を穣索するな ・自然 を観察 ・鑑賞す

・自盤観 察 チ を行 うな ど、 向上心 ど、披法を活用 して表現 ることで、発想 の ピン

豊か に、前向 きに取 り する技能を身に付けて トを得 よ うと して い

組 んでい る。 い る。 る 。凶 一

<農開>11時 間'
r

*題 材 を よ り身 近 、
・主題に沿った画面構 成 を考 ・タイ トル と絵 柄の雰囲

・111uヨt胆 加rの 操作 方 える ことができる 気 が共通 した もの にな

怯を復習
なものに胆定 し、自

然 か ら学ぶ 萎 勢 を ・我 が国の特徴的な色彩の探
るよ うにデ ザ イ ン して

い る。

「。,学習の記働=＼

・PC独 自の操作方法を活 継続 させた。 究等に対する研究心が旺盛 ・フ ォン トの種 類 、大 き ド1を 取 り 入 れ 、

か し、画面上でアイデア であ る さを考えた り、ロゴをエ 個々の進度を的確
隔

を具体化Lて い く。 、一 」 ・季節感 の漂 う架 空の小説 夫す る等、基礎 ・基本作
・デ ィスプ レイ 上で武 を設定 し、独 自のタイ トルや 業 がで きる。

に把握 し、つ まず き

を取 り除けるよ う、
行錯娯 し、構成 、色 彩

等 を追究 し、i繭得す る.

簡 単 なあ らす じを 考え てい

る。

・マー クやバー ロー ド等

も工夫 して作成 す る等、
きめ細かな個別指

まで何 度 もや り直 し、 細 かい 作業 に こだわ り 導を心がけた.

更 に複数の ものの 中か が あ る。

・出来上がった ものをプ

リン ト、カ ッ トし、各自

が 持 ち寄 っ た文庫 本 に

付 ける。

らよ り良い もの を選 び

出そ うとす る前向 者な

姿勢が ある.

〆。敏 の時間を霧 ＼

に設け、「相互評価」

を取 り入れ 、発 表 の

・最終的 な レイア ウ ト、

色胴を再確認す るな ど、

署灘 鐙作方法場
〉

ノ 場 を充実 させた。
くま とめ>2時 聞 ・自分の考 えや デ ザイ !

「

・他者 の作品の 良 さに

・各 自出来上が った文庫 ンの勧 を相手に鋤 当
りやす く説 得力 を持 っ

A 2 気 づ こ うと して い る

本や作品の過程をディ か、気 づ くこ とができ

スプ レイ上で説明 て 伝 え よ う と して い たか(相 互評価)

る。
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5生 徒 に よ る 授 業 評 価 の 導 入 と 授 業 改 善 の 試 み

授業 を より多角的 に検証 し、評価 に役 立てるために 「授業 評価」だけでな く、丁学習の記録 カー ド」.生 徒

間の 「相互評価 」、生徒 自身の 「個人評価 」を導 入・ 寧授業の課題、改善点として、特に個々の生徒の状

r学弩の記鎌カー一ド」 況把握が十分に出来ていないごとが課題であoた

年 組 氏名
」

月 日 授業内容 授業の状況 備考

9/2 鑑賞

企画 、構想

:順稠・廼 翻 砂 ・課題翻 ,」 伽.邑 骨

.唱,唱,.

.■,

一
日/9 企 画 、構i思

PC操 作
遡 やや醐 あワ'既 あワ,

B

ため、よりきめ細かな指導方法、授 業改善の手立て

として、今回か ら導入 した用紙

「相互評価」

年 組 馬名

作晶について…工夫 していると思 うところは?

んの作品について…工夫

{個人評価」 〔2回目) 生徒に よる 「授乗評価j〔1回 目、2回 目の比較〕

観
点

自己評価質問項目 平均 観 点 授藁評価質問項目 平均

①

情 熱

先生 は登彙 に対 し情 熱が あ りま した
か

3,814.1
2① イ

い ろいろなデザインの分 野について興味を

持っよ うにな りま したか
3.B

②
芸術は心を育む教科であることを、熟

意 を持っ て伝 えよ うと してい ま した
か

i
3,巳14.Ol② イ

日本の四季や伝 航行事.日 本独 自の色彩に

興味を持つ よ うにな りま したか
3.9

③ 口 新 しい用語 について理解できま したか 37 ③ 題材
設定

基礎基本から発展性のある題材を設
定したと思いますか 3.4

1
4.1

④ 口 十分時間 をか け制作の準備を しま したか 3.6 ④ 新鮮 さのある美術 の授業 でしたか 3.4 41

⑤ 説 明
指導法

課題 のプ リン トや様 書 は分か りやす

かったです か
3.3 3.6

⑤ 口
表現を工夫 した り,時 間 を忘れて集 中する
ことが何度 もあ りま したか

4.3

⑥
個別指導は丁寧で分かりやすかった
ですか 3.5 4.0

⑥ 口
この授業 に積極的に取 り組 む ことで、心が

豊 かにな った と思いますか
4.o

⑦ 知識 ・技

術 の 習

得

4.1
⑦ ノ、

テーマに 沿い、創 造的な作品を制作 しま し

たか
3.8

授業を受けて新たな知識が身に付き
ましたか13・5

③
③ ノ、

PC盤 作に慣れ、配 独 自の描画方 注が身 に付

きま したか
4.2 蟹灘 けて新た轍 術が身附 き[・・巨 ・

⑨
満足度

先生は授業 を通 し、自分の良さを引き

出 して くれ たと思 いますか

1
3.田4,0

3⑨ ノ、
PCを 駆使 し、や り直 しを含 めより良いもの

を何度 も追究 しま したか
3-6

⑩
この 授業 を学習 す ることがで きて 良

か った と思 いますか

i3
.9i4.4

.⑩ 二 自分や他者の作品の良 さに気づ くことがで

きま したか
4.2

半生徒個人評価 の観 点はイ(関 心・意欲態度〕、 ロ(芸 術的な感受や表現の工夫}
ハ(創 造的 な表現の妓能)、 二(鍾 賞 の能力} 【生 徒 に よ る授 業 評 価】(7月 と11月 との比鮭)

11.522.533、544.55

①先生は授業に対し憺熱があったか

②芸術tt心を育む教科であることを伝えようとしていたか

③基礎基本から発展性のある題材を殿定したと思うか

④新鮮さのある美箭の摂薬であったか

⑤課題のプリントや板書は分かりやすかったか

⑥個別指導はT寧 で分かりやすかったか

⑦授業を受けて新たな知繊が身に付いたか

⑧授業を受けて、新たな拉術が身に付いたか

⑨先生は授業を通し、自分の良さを引き出してくれたか

⑩この授業を学習することができて良かったと思うか

o下 段

11月 の評価

6ま と め

今回の研究を通 して、自己評価や授業評価は、より充実 した授業を作り上げていくために非常に有効であ

ることが分かった。特に学習の記録カー ドは、生徒のつまずきを授業ごとに把握でき、効果があることがわ

かった。 「生徒による授業評価」は7.月 と11月 の結果を比較 して、生徒の満足度の変化等か らも明らかなよ

うに、常に多角的に授業改善を試みるきめ細かな指導が、生徒一人一人の心を育むことにつながっていくこ

とがわかった。今後は指導方法の更なる改善を図るとともに外部評価なども取り入れることにより、生徒の

心を育てる指導の案現を図りたい.
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(書 道)

題 材 名 色紙制作(漢 字仮名交 じりの書に よる創 作)(書 道 皿)

1題 材 般 定 の 理 由

以前か ら実用的な文書としては、漢字仮名交 じりの書が広 く用いられてきた。しか し、書道作品としては、

江戸時代までの表現 としては少なかったものの、明治時代以降増加 してきた経緯がある。さらに新学習指導

要領において指導事項に位置付けられたことをふまえ、この書の学習にあた り、高校生の詩を鑑賞させ、そ

の中から共感 したものを漢字仮名交じりの書で色紙に表現させることを通して、心を育むことを目指 した。

2学 習 目標

(1)

(2)

(3)

(4)

色紙の書式と表現法について理解させる。

漢字仮名交 じりの書による創作の方法を理解させる。

表現する書風と用具、用材の選択について理解させる。

詩の内容の理解 と表現の工夫を通 して達成感を味わえるようにする。

3評 価 の 工 夫

平成4年 より書道の授業において、生徒による授業評価を取 り入れ、授業の問題点、生徒の要望を把握 し、

指導の工夫や擾業改善に生かしてきた。以下にその成果と課題を示す。

(1)平 成ll年 度においては、以下のような評価項目により授業評価を行づた。

ア

イ

ウ

エ

授業の難易度について

授業の進行速度にっいて

授業の満足度について.

良かったことについて

オ 要 望

良い73%難 しい19%易 しい8%

良い89%速 過ぎる301e遅 い8%

とて も満 足43%満 足43%普 通11%そ の他3%

生活 に張 りができた30%親 しく学べた28%

リフ レッシュできた13%資 格の 取得13%

継続 して学 びたい。同一講座 や レベル ア ップ した講座、その他 の内容

の講座 の希望者 の合計で、90%以 上を占めて お り、多 くの人が今後 の継

続学習 を希望 してい る。

(2)今 後の評価の工夫 として、上記の評価結果 をふまえ、授業改善のために、以下の項 目についても一層

改善 してい く必要がある。

ア 信 頼 性

イ 独 創 性

ウ 合 理 性

工 積 極 性

オ 理解しやすい授業

平等な指導。約束を守 り、常に態度が一貫している.

創意工夫のある授業

無駄のない授業

情報の豊富な授業。適切なア ドバイスのある授業

棲書の書き方、添削の仕方、説明等の工夫
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4学 習 活 動 と評価 規 準

学 習 活 動
宇 習 活 動 の 具 体 的 評 価 規 準

関 心 ・意 欲 ・態度 芸術的な感受や表現の工夫 創造的な表現の披能 鑑賞の能力

〈導入〉
,

2時 間

O詩 の鑑賞 O詩 に関心をもち、意欲的 O詩 を理解 し、表現の工夫 O詩 の感動を、書作品に適 O詩 の内容を把提 し、共

O表 現 したい に表現 しようとす る。 が十分 できている。 切 に表現できている。 感 し、そ のよさを深 く

詩の撰文 O運 筆、用筆に注意 を して O運 筆 、用筆 を工夫 して書 O起 筆の 角度 、 選箪 の速 味わってい る。

書いている。 い て い る。 度 、収筆力がバランスよ O運 筆 、用筆美 を理解 し

く表 現できている。 て い る.

O半 紙 に よ る O文 字 の 大 き さに注意 を 0文 宇の大 き さの違い を考 O漢 字と漉宇の大きさで O線 質美を理解 してい
草稿の制作 して 書 い て い る。 えて書いている, は、画数の少ない渡字は、 る.

小さめに書いている。

〈展 開〉

12時 間

O半 紙に よる O宇 間の取り方に注意を O文 字 と文字 との間 を工 夫 O漢 字 と仮名の大きさでは、 O表 現の方怯を慶える

表現練習 して書いてい る。 して書いている。 漢宇は大きく、ひ らがなは こ とに よっ て印象 が

小 さ く書 いて い る。 異な る こ とを理解 し

◎ 生 徒 に よ る て い る。

授業評価 O行 間の取噂方に注意を O文 宇の幅、大きさによって行 O文 字 と文宇 との聞をバラ Oい ろいろな行 間 の美

して書いてい る. 間を工夫 して書いている。 ンスを考えて書いている. を理解 してい る.

o部 分練習 O余 白の取 り方 に 注意 を 0上 下、左右 、 中の余 白を O文 宇 と文宇 との幅、大き O配 列の美、白色 と黒色

して書 い て い る。 工夫 して書いている。 さのバ ラ ンス を考 えて の掴和養を理解して
婁 い て い る。 い る。

O練 習用色紙 Q線 の和太に注意をして o線 の細い 、太い線 を工夫 O天 地、左右、中の余自を O太 い線の温かみのあ
で作品製作 書 いてい る。 して書 いている. 臼 と黒 の調 和 を考 えて る落ちういた重量感

書いている。 を味わってい る。

O直 線 と曲線を、注意 して
.

O直 線 と曲綿 を工夫 して書 0始 筆の位置に注意Lて O細 い線 のや さ しい感

書 いて い る。 い て い る。 書いている。 じを味わっている。

O生 徒 に よ る O直 繰の鋭蛍 さ、曲線 の

相互評価 O気 脈に注意をして書い O一 画 と一 画のつな が りを O太 い線 と細 い線 を調 和 やわらかさを理解L
て い る。 大事 に書いている。 させ 、メ リハ リの あ る表 て い る,

現 を してい る。 O均 衡の美を理解して
くま とめ) O直 線と曲線の調和を考 い る。

4時 間 えて書いて いる。

o大 色紙に清 Oリ ズ ム に 注意 を して書 O一 画の練 の リズム、一 字 O大 きい曲線 と、小 さい曲 O気 脈 の美 しさ{漉 動

書 し、作品 を い て い る。 の線 の リズムを工夫 して 線 を区 別 して 表現 して 美)を 理解 して いる。
完成 させ る。 書いている。 い る。

O敵 ら し書 きを注 意 して O行 問の余 白、天地の余 白 O文 字と文字の流れを把握 Oリ ズム のあ る線 の美
書いている。 を工夫 して昏いている。 し、作 品 をま とめ てい る。 しさ、魅力を理解 して

O迫 力のある、又は軽やか い る。

な、リズミカルな線 で作

◎生徒に よる 品を完成 させている。 O散 ら し書 きの余 白 の

授業評価 Oへ ん とつ く りの瞭 り合 美、線 質の美 、構成 の
い、字 と字の謡 り合いを 美 を理解 している。
ベ ー ス に書 い て い る。

O作 品鑑賞会 O墨 色 に注 意 を して寮 い O墨 経ぎを工夫して書いて O構 成の美を考えて作品 O濃 渋の美を理解して
O生 徒 に よ る て い る。 い る。 を ま とめ て い る。 い る。

自 己 評 価 と O濃 淡 の 疫化 を 生か した O墨 色の美を理解して
相互評価 表現が できている. い る 。

O潤 渇の変化を生かした

表現ができる。

5生 徒 に よ る授 業 評 価 の導 入 と授 業改 善 の 試 み

授業展開の中で、早い時期に第一回目の生徒による授業評価を実施することにより、授業指導に対する信頼

性 、独創性 、合理性、積極性、理解 しやすさなどについて、生徒の気持ちをつかむようにすることが必要であ

る。さらに、第一回目の生徒による授業評価の結果をふまえ、題材の指導 目標を再確認するとともに、生徒に

とって分か りやすく、興味関心の強まる指導のために、授業改善を行 うことが大切であることが分かった.

6ま と め

生徒による授業評価の導入により、生徒の理解度、満足度等を的確に把握 し、授業改善につなげる取組み

を通 して、生徒一人一人の気持ちを理解 し、その心を育てる指導をねらった。生徒の中には 「継続 して学び

たい∫とい う要望を寄せるものも多 く、学習指導要領の芸術の 目標のように、『生涯にわたって芸術を愛好す

る心情を育てる。』ために、今後 さらに、生徒による授業評価の結果を、授業の改善や工夫に直結 させること

で、より一層、生徒の心を育てる書道教育の充実を図っていきたい.
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